
題字：牛窪梧十氏

　卓
越
し
た
芸
術
作
品
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
制
作
し
た
方
に
授
与
さ
れ

る
日
本
芸
術
院
賞
と
、
そ
の
中
か
ら

特
に
選
ば
れ
て
贈
ら
れ
る
恩
賜
賞
を

市
内
在
住
の
書
家
、
牛
窪
梧
十
さ
ん

が
受
賞
し
ま
し
た
。
日
本
芸
術
院
賞

の
か
つ
て
の
受
賞
者
に
は
川
端
康
成

や
高
村
光
太
郎
な
ど
が
名
を
連
ね
ま

す
。今
回
は
、栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し

た
、牛
窪
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　初
め
て
筆
を
手
に
し
た
の
は
、
小

学
１
年
生
の
時
で
し
た
。
当
時
は
単

な
る
習
い
事
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。そ
の
後
、高
校
入
学

と
と
も
に
、書
道
部
へ
入
部
。

「
部
活
に
何
も
入
っ
て
い
な
い
と
運

動
部
へ
入
部
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
、
少
し
経
験
の
あ
る
書
道

を
選
び
ま
し
た
。そ
の
時
は
、書
に
打

ち
込
む
な
ん
て
夢
に
も
思
っ
て
な
か

っ
た
で
す
よ
」

　高
校
１
年
生
の
夏
休
み
が
終
わ
っ

た
こ
ろ
、
１
冊
の
本
と
運
命
的
な
出

合
い
を
し
ま
す
。
牛
窪
さ
ん
が
後
に

師
事
す
る
こ
と
と
な
る
西
川
寧
や
す
し

先

生
著
の『
書
の
変
相
』で
す
。

「
書
が
い
か
に
奥
深
い
も
の
か
、こ
の

本
か
ら
学
び
ま
し
た
。ま
た
、著
者
に

教
え
を
請
い
た
い
と
い
う
思
い
も
芽

生
え
て
き
ま
し
た
ね
」

　そ
れ
か
ら
１
年
後
、
書
で
生
き
て

い
く
決
意
を
し
ま
す
。
高
校
の
先
輩

の
影
響
か
ら
書
道
の
教
師
を
志
し
、

西
川
先
生
が
教
壇
に
立
つ
、
東
京
教

育
大
学
を
目
指
し
ま
し
た
。
晴
れ
て

志
望
す
る
大
学
に
合
格
す
る
と
、
西

川
先
生
に
師
事
し
、
一
層
本
格
的
に

書
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　大
学
卒
業
後
は
、
母
校
の
高
校
で

教
師
と
書
家
、
二
足
の
草わ

ら

じ鞋
の
道
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

「
こ
の
生
活
に
本
の
執
筆
が
加
わ
っ

た
時
が
一
番
大
変
で
し
た
。
睡
眠
時

間
は
一
日
３
時
間
程
で
し
た
ね
。
た

だ
、
高
校
の
書
道
の
授
業
で
使
う
た

め
の
本
を
書
い
て
い
た
の
で
、
世
の

中
の
書
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
に
な
れ

ば
、
と
い
う
思
い
で
制
作
に
あ
た
り

ま
し
た
」

　刊
行
さ
れ
た『
標
準
篆て
ん
こ
く刻
篆て
ん
し
ょ書
字

典
』は
、発
売
後
す
ぐ
に
全
国
の
高
校

に
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　書
家
と
し
て
の
活
動
を
続
け
る
う

ち
に
弟
子
も
増
え
、
自
己
研け
ん
さ
ん鑽
に
充

て
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
１
９
９
３
年
、
25
年
の
高
校

教
員
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

　退
職
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ペ

ー
ス
で
の
執
筆
活
動
や
、
パ
ソ
コ
ン

用
の
篆
書
フ
ォ
ン
ト
を
揮き

ご

う毫
す
る
な

ど
し
て
、
本
格
的
に
書
家
と
し
て
の

活
動
を
開
始
し
ま
す
。ま
た
、作
品
の

制
作
も
精
力
的
に
行
い
、
日
展
特
選

や
文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど
、
数
々
の

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
２
０
２
２
年
に
集
大
成

と
も
い
え
る
、日
本
芸
術
院
賞
・
恩
賜

賞
を
受
賞
。受
賞
作
の『
陸り
く
ゆ
う
し

游
詩
』は
、

13
世
紀
の
詩
人
・
陸
游
の
漢
詩
を
、約

３
千
年
前
に
中
国
の
青
銅
器
に
書
か

れ
た
文
字
、「
金き
ん
ぶ
ん文
」
の
書
体
で
書
い

た
も
の
で
す
。
６
月
に
行
わ
れ
た
授

賞
式
後
の
ご
鑑
賞
で
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
作
品
の
説
明
を
し
、「
と
て

も
力
強
い
で
す
ね
」
と
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
、と
の
こ
と
で
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
が
も
っ
と
忙
し
く
な

る
ん
で
す
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
語
る

牛
窪
さ
ん
。今
後
、そ
の
筆
か
ら
ど
の

よ
う
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。

牛窪 梧
ご じ ゅ う

十さん
プロフィール
狭山市在住の書家。1982年謙慎展西川春洞先生記念賞、1996年日展特選、2019年 
日展文部科学大臣賞など数々の賞を受賞。2022年、芸術の分野で顕著な功績が 
あった人に贈られる日本芸術院賞・恩賜賞を受賞。

受賞した書『陸游詩』

日本芸術院恩賜賞の賞状

古代中国に思いを古代中国に思いを馳馳
はは

せせ

筆と墨で織り成す至極の作品筆と墨で織り成す至極の作品
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市の動向を、タイムリーに掲載します

　市では、原油価格・物価高騰による市民・事業者への影
響を緩和するため、次のことを行います。
◆生活応援！水道使用者負担軽減補助金
　全ての使用者を対象に水道料金の基本料金
を免除します。
対象期間　 ▼奇数月検針対象：7・8月分の水道基本料金
　　　　　 ▼偶数月検針対象：8・9月分の水道基本料金
免除方法　�検針した翌月に算出した水道料金から基本料

金相当額を差し引いて請求（申請不要）
問合せ　経営課へ内線2315
◆事業者応援！公共交通対策臨時支援金
　交通事業者に対し、事業を継続するための支援金を交
付します。
支援金額　� ▼路線バス事業者…市内路線1系統あたり

20万円、市域をまたぐ路線1系統あたり10
万円 ▼タクシー事業者…車両1台あたり2万
円 ▼観光バス事業者…貸し切りバス車両1
台あたり20万円

問合せ　交通防犯課へ内線3691

【第2弾】コロナ禍
か

における原油価格・
物価高騰等総合緊急対策

市長の主な動き
〇7/5…基地対策協議会総会、「恩賜賞
及び日本芸術院賞」受賞記念・書家牛窪
梧十氏講演会 ○7/6…都市の未来を語
る市長の会 ○7/12…総合計画審議会 
〇7/13…定例庁議、新型コロナウイル
ス感染症対策本部会議 〇7/14…廃棄
物減量等推進審議会 〇7/15…埼玉県
基地対策協議会要望活動 〇7/21…市
議会第1回臨時会

題字・絵　池原 昭治氏

市職員向け災害対策研修会を開催
　7月14日㈭、豪雨や台風
の発生に備えて、国の中央
防災会議のメンバーでも
ある大原美保氏を講師に
招き、全国の事例を踏まえ
た「水害対応ヒヤリ・ハッ
ト事例集」を使って、実際に起きた水害の現場から生まれ
たノウハウを学びました。いざというときに円滑に対応
するための体制を整えています。
問合せ　危機管理課へ内線3694

　市内でナラ枯れの被害が
確認されています。現在、市
民緑地やふれあい緑地など
のナラ類にペットボトルを
使用したトラップを仕掛け、
原因となる菌を媒介するカ
シノナガキクイムシの活動実態を調査しています。被害の
出ている地域を早期に把握し、倒木の可能性が高い木を
伐採・処分することで拡散を防ぎ、被害の縮小化に努めて
います。
問合せ　みどり公園課へ内線2241

ナラ枯れ調査を実施

　今月号は女性に多い乳がん・子宮
がんについて特集しました。社会に
おける女性の活躍が叫ばれています
が、そのために健康が大切なことは
言うまでもありません。
　私の知人にも、乳がんになった方
がいます。彼女は、子育てや仕事を優
先し、つい自分の健康は後回しにし
てしまったと吐露してくれました。
家族や仕事を思うほど自分のことは
後回しになる、私たちはこの現状を
どのように変えることができるので
しょうか。
　市では、検診率の向上を図る目的
で、今年度、乳がん・子宮がん検診を

大切な人の背中を押す一言
初回無料とし、まずは、費用面の壁を
取り除きました。次は、検診に行く一
歩を踏み出せないでいる方の、心の
壁を取り除きたいと思っています。
　身近な者であっても、女性に検診
を促すことは言い出しにくい、そう
感じる方も多いでしょう。実は私も 
その一人でした。1年の中でわずか数 
時間、自分のことを最優先に考える
時間を持っていただく。そのために
は、そっと背中を押すための優しい
言葉掛けも必要だと考えています。 
家庭や職場を問わず、大切な人の命
と健康を守るために、今こそあなた
の出番です。

狭山市長　小谷野 剛

広報さやま 2022.8月号　　■市役所☎04‐2953‐1111（代表） 04‐2954‐6262　開庁時間 平日の8時30分～17時15分
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